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強
い
雨
が
降
る
た
び
水
害
の

心
配
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

泉
や
並
木
地
域
の
住
民
の
皆
さ

ん
に
と
っ
て
、
天
王
台
上
流
調

整
池
の
建
設
は
、
長
い
間
の
悲

願
で
し
た
。
１
万
５
３
０
０
ト
ン

の
雨
水
を
貯
留
で
き
る
調
整
池

は
、
水
害
解
消
に
大
き
な
効
果

が
あ
る
こ
と
は
確
実
で
、
市
議

会
で
も
今
年
３
月
、
全
会
一
致

で
「
早
期
建
設
」
の
請
願
が
採

如
渤
鰡
晒
蛎
剛
創
創
馴
謝
馴
劉
釦
劃

天王台上流

調整池特集
ノ

L

択
さ
れ
て
い
ま
す
。

調
整
池
周
辺
の
方
々
に
は
、
工

事
期
間
中
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
工
事
公
害
を
最
小
限
に
抑

え
る
よ
う
最
善
の
努
力
を
し
ま
す

の
で
、
「
水
害
の
な
い
安
全
な
ま

ち
づ
く
り
」
に
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
調
整
池
の
用
地
の
一
部

と
し
て
、
平
成
５
年
に
山
林
２
９

０
０
疵
を
買
収
し
て
い
ま
し
た
。
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ヤ
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夕
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フ
ュ
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め
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ぁ
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凸
Ｐ
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ア
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エ
ジ
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ア
ろ
γ
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〃
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ュ
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ア
ユ
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ュ
ア
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ア
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ユ
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勤
’
ぬ
ア
ユ
夛
当
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ぁ
ア
ｂ
ア
畠
ア
み
寸
込
フ
易
ｙ
あ
７
由
ア
あ
ア
・
心
ア
凸
ア
身
ア
ユ
ア
己
ア
今

住
宅
建
設
が
進
む
天
王
台
・
東
我
孫
子
を
上
流
域
と
す
る
天
王
台
幹
線
排
水
路
の
流
域
で
は
、

台
風
な
ど
の
集
中
豪
雨
は
も
ち
ろ
ん
、
時
間
雨
量
釦
振
程
度
の
降
雨
で
も
、
下
流
域
の
各
所
で
道

路
冠
水
が
発
生
し
、
さ
ら
に
如
振
以
上
の
雨
の
場
合
は
、
宅
地
へ
の
浸
水
も
予
測
さ
れ
ま
す
。
こ

の
水
害
を
解
消
す
る
だ
め
、
市
で
は
天
王
台
地
域
に
容
室
１
万
５
３
０
０
少
の
調
整
池
を
、
今
年

か
ら
４
年
間
で
築
造
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

I 市
長
幅
婚
劣
姦

二 ー

平成8年台風17号による道路冠水(泉交差点付近）

で
は
天
王
台
地
域
に
容
量
１
万
５
３
０
０
少
の
調
整
池
を
、
今
年

一
に
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

水
基
本
計
画
」
を
策
定
し
、
時
間

一
北
部
地
区
排
水
錘
大
雨
蕊
譽
，
の
篭
豪
雨
に
も

対
策
の
経
過
扇
議
諦
雌
里
託
澗

市
窕
難
匡
久
妻
、
根
篦
拡
蝿
雫
娑
需
鑿
努

戸
、
つ
く
し
野
、
我
孫
子
、
泉
、
新
設
。
金
谷
堤
樋
管
に
つ
い
て
は

並
木
）
で
は
、
昭
和
記
年
、
月
、
樋
管
の
拡
幅
、
排
水
ポ
ン
プ
の
設

総
雨
逓
２
２
８
．
－
リ
と
い
う
台
風
型
樋
。
さ
ら
に
天
王
台
幹
線
排
水
路

号
の
猛
威
に
あ
っ
て
、
家
屋
の
床
に
つ
い
て
は
、
一
部
区
間
の
水
路

上
・
床
下
浸
水
６
０
６
戸
に
及
ぶ
の
堀
下
げ
、
国
道
６
号
線
横
断
管

大
き
な
被
害
が
発
生
。
ま
た
翌
年
の
改
修
な
ど
、
下
流
部
分
よ
り
順

８
月
に
は
、
台
風
、
号
の
彩
響
で
次
、
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

同
地
区
内
を
流
域
と
す
る
天
王
台
こ
の
結
果
、
つ
く
し
野
川
・
久

幹
線
排
水
路
、
つ
く
し
野
川
、
久
寺
家
排
水
路
流
域
で
は
、
排
水
対

寺
家
排
水
路
が
あ
ふ
れ
、
再
び
家
策
の
効
果
が
十
分
発
揮
さ
れ
、
水

屋
の
浸
水
や
道
路
冠
水
な
ど
の
水
害
は
減
少
し
て
き
ま
し
た
。

害
を
被
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
特
に
、
住
宅
建
設
が

市
で
は
、
こ
れ
を
契
機
に
、
昭
進
む
天
王
台
な
ど
を
上
流
域
と
す

和
師
年
度
に
「
北
部
地
区
雨
水
排
る
排
水
路
で
あ
る
天
王
台
幹
線
排

水
路
流
域
で
は
、
平
成
３
年
の
台

？
蕊
蕊
謹

一
集
中
豪
雨
に
よ
り
、
家
屋
の
浸
水

鯛
劣
歩
〃
皐
農
冠
水
な
ど
の
篝
が
菫

し
て
い
ま
す
。

鮴
祉
恥
蛎
鯛
溌
壁
一
水
害
の
発
生

く
、
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
も
緑

原
因
は
一

地
保
全
の
強
い
要
望
が
あ
る
た

め
、
山
林
は
調
整
池
に
使
わ
ず
天
王
台
幹
線
排
水
路
は
、
上
流

保
全
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
さ
域
の
束
我
孫
子
、
天
王
台
か
ら
、

ま
た
今
後
、
天
王
台
調
整
池
室
下
流
域
の
泉
、
並
木
、
栄
な
ど
１

の
建
設
と
と
も
に
、
布
佐
を
は
一
・
一
９
７
鯵
を
流
域
と
す
る
全
長
２
・

じ
め
他
の
水
害
地
域
の
解
消
に
之
２
キ
ロ
の
都
市
排
水
路
（
下
図
参
照
）

つ
い
て
も
、
艇
重
点
事
業
と
し
一
ゞ
で
す
。
こ
れ
ま
で
に
、
金
谷
堤
樋

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
幸
管
か
ら
並
木
８
丁
目
付
近
ま
で
約

ｉ
ｌ
Ｉ
１
；
Ｉ
；
；
Ｉ
；
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
１
６
７
０
脚
の
区
間
で
、
堀
下
げ
に
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韓
輯

一
水
害
の
解
消
に

調
整
池
を
築
造
一

こ
の
水
害
を
解
消
す
る
方
法
と

し
て
は
、
①
天
王
台
排
水
路
の
残

り
の
部
分
の
改
修
お
よ
び
Ｊ
Ｒ
常

磐
線
下
の
繊
断
管
改
修
工
事
（
工

期
・
・
、
年
間
・
費
用
：
詣
億
円
）

と
、
②
上
流
調
整
池
の
築
造
工
事

（
エ
期
。
：
４
年
間
・
費
用
・
・
血
億

円
）
が
必
要
で
す
。

市
で
は
、
財
政
面
と
水
害
解
消

に
早
期
に
効
果
を
発
揮
で
き
る
こ

と
を
考
慮
し
、
②
の
天
王
台
上
流

調
整
池
の
築
造
工
事
を
先
に
行
う

こ
と
に
し
ま
し
た
。

調
整
池
は
、
地
域
に
降
っ
た
雨

が
一
気
に
水
路
に
流
れ
込
み
、
水

路
で
は
け
切
れ
な
く
な
っ
て
道
路

や
宅
地
内
に
あ
ふ
れ
な
い
よ
う
、

雨
水
を
一
旦
溜
め
て
、
雨
が
小
降

り
に
な
り
、
排
水
路
に
余
裕
が
で

き
た
時
点
で
流
す
貯
留
施
設
で
す
。

よ
る
改
修
整
備
が
済
ん
で
い
ま
す
。

し
か
し
、
時
間
雨
量
ｍ
き
り
程
度

の
降
雨
で
も
、
幹
線
排
水
路
の
下

流
域
に
あ
た
る
泉
地
域
で
は
、
未

だ
に
、
通
行
の
支
障
と
な
る
概
ね

加
巷
以
上
の
道
路
冠
水
が
各
所
で

見
ら
れ
、
最
大
で
は
、
諺
も
の
冠

水
が
あ
り
、
生
活
に
支
障
を
き
た

し
て
い
ま
す
。

こ
の
原
因
は
、
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
下

を
横
断
す
る
排
水
路
の
管
径
が
小

さ
い
た
め
、
並
木
地
域
へ
雨
水
が

ス
ム
ー
ズ
に
流
れ
て
い
か
な
い
か

ら
で
す
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
横

断
管
を
部
分
的
に
拡
幅
す
る
と
、

泉
地
域
の
水
害
は
一
部
解
消
し
て

も
、
そ
の
分
並
木
八
・
九
丁
目
の

排
水
路
沿
い
の
低
地
で
水
害
が
発

生
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

､門?ザ･吻・郷,･縄『

一
緑
地
を
保
全

し
た
設
儲
院
と

上
流
調
整
池
築
造
地
の
一
部
と

し
て
、
平
成
５
年
に
山
林
（
緑
地
）

を
買
収
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成

７
年
９
月
、
上
流
調
整
池
予
定
地

周
辺
の
住
民
の
方
か
ら
、
緑
地
を

天
王
台
上
流
調
盤
池
は
、
１
万

５
３
０
０
ト
ン
の
雨
水
を
溜
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

｜
調
整
池
築
造

の
効
果
は
一

現
状
で
は
、
１
時
間
当
た
り
“

量
り
の
集
中
豪
雨
が
あ
っ
た
場
合
、

泉
地
域
の
県
道
船
橋
・
我
孫
子
線

と
の
交
差
点
付
近
か
ら
浸
水
が
始

ま
り
、
泉
、
並
木
８
．
９
丁
目
の

幹
線
排
水
路
沿
い
と
、
栄
地
域
の

低
地
に
お
い
て
、
概
ね
１
０
０
戸

程
度
の
宅
地
に
浸
水
す
る
と
想
定

き
れ
ま
す
。
上
流
調
整
池
が
完
成

し
た
後
は
、
１
時
間
当
た
り
“
量
り

の
集
中
豪
雨
が
あ
っ
て
も
宅
地
へ

の
浸
水
は
防
ぐ
こ
と
が
で
き
（
道

路
冠
水
程
度
）
、
ま
た
釦
・
・
り
程
度

の
雨
な
ら
ば
、
通
行
に
支
障
を
き

た
す
よ
う
な
道
路
冠
水
も
な
く
な

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

わ

保
全
し
て
欲
し
い
と
い
う
強
い
要

望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
た
め
市
で
は
、
緑
地
を
そ

の
ま
ま
残
す
こ
と
に
し
、
面
種
を

縮
小
し
て
も
上
流
調
整
池
の
容
量

（
１
万
５
３
０
０
ト
ン
）
が
変
わ
ら

な
い
よ
う
、
調
整
池
の
深
さ
を
５

７
脚
か
ら
６
．
６
脚
に
変
更
し
ま

し
た
。
ま
た
、
調
整
池
が
深
く
な

っ
た
こ
と
に
よ
る
調
整
池
の
強
度

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

ネックとなっている常磐線下横断部分

や
安
全
性
、
周
辺
地
盤
へ
の
影
響

な
ど
を
検
討
し
、
こ
れ
ま
で
の
自

立
式
（
ブ
タ
無
し
・
オ
ー
プ
ン
型
）

か
ら
半
地
下
式
（
ブ
タ
掛
け
型
）

に
変
更
を
し
ま
し
た
。

工
事
に
つ
い
て
は
、
用
地
内
の

地
質
調
査
結
果
を
十
分
反
映
し
、

周
辺
家
屋
な
ど
へ
影
響
を
お
よ
ぼ

さ
な
い
エ
法
を
選
択
す
る
と
と
も

に
、
工
事
関
係
車
輌
の
運
行
経
路

や
運
行
方
法
な
ど
に
つ
い
て
も
配

慮
し
て
い
き
ま
す
。

調
整
池
周
辺
の
皆
さ
ん
に
は
、

４
年
間
と
い
う
長
期
間
に
渡
っ
て

工
率
を
行
い
、
大
変
ご
迷
惑
を
お

か
け
い
た
し
ま
す
が
、
「
水
害
の

な
い
安
全
で
住
み
良
い
ま
ち
づ
く

り
」
に
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
治
水
課
毒
（
鑑
）

１
１
１
１

‐
島 共存す人と か まる ち
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昨
年
、
１
万
８
０
０
０
匹
も
の

犬
・
猫
が
、
飼
い
主
の
身
勝
手
か

ら
捨
て
ら
れ
、
県
動
物
愛
謹
セ
ン

市
で
は
、
今
年
の
４
月
か
ら
査

源
と
し
て
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
回
収

し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
黄
源
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

で
の
回
収
が
月
に
２
回
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
集
め
る
機
会
と
方
法

に
限
界
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
新
た
な
回
収
場
所
と

収回源資不幸な犬‘猫をなくし礼よう

ベ
ッ
ト
ボ
ト
ル

4

不妊・去勢手術費の一部を助成 店
頭
で
回
収
し
て
い
ま
す

し
て
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
商
品
の
販

売
店
の
協
力
を
得
て
、
店
頭
で
も

回
収
を
行
っ
て
い
ま
す
（
下
表
参

照
）
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
資
源
に
な
る
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

ラ
ベ
ル
か
容
器
自
体
に
〃
リ
サ

イ
ク
ル
マ
ー
ク
″
が
表
示
さ
れ
、

マ
ー
ク
の
数
字
が
「
１
」
の
も
の

が
対
象
で
す
。

▼
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
出
し
方
出

す
前
の
準
備
は
、
査
源
回
収
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
と
同
じ
で
す
が
、
販
売

店
へ
の
、
思
い
や
り
の
あ
る
出
し

タ
ー
に
引
き
取
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
う
ち
の
布
％
が
子
犬
・
子

猫
で
、
引
き
取
ら
れ
た
以
外
に
も
、

捨
て
ら
れ
て
い
る
、
拾
っ
た
な
ど

の
問
い
合
わ
せ
が
、
多
く
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
拾
っ

た
子
ど
も
た
ち
や
動
物
を
愛
す
る

人
々
に
悲
し
み
と
苦
悩
を
強
い
て

い
ま
す
。

そ
こ
で
、
（
社
）
千
葉
県
獣
医
師

会
と
（
財
）
千
葉
県
動
物
保
謹
管
理

協
会
で
は
、
動
物
の
適
正
管
理
と

動
物
愛
謹
精
神
の
普
及
・
啓
発
の

た
め
、
毎
年
、
動
物
愛
謹
週
間
を

定
め
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
も
事
業
の
一
環
と
し
て
、

不
幸
な
動
物
を
な
く
す
た
め
、
不

妊
・
去
勢
手
術
普
及
助
成
事
業
を

実
施
し
ま
す
。

子
犬
・
子
猫
が
生
ま
れ
た
ら
困

る
方
、
生
ま
れ
て
も
育
て
ら
れ
な

い
方
は
、
不
妊
・
去
勢
の
手
術
を リサイクルマーク

方
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
キ
ャ
ッ
プ
を
取
る
②
中
を
洗
う

※
容
器
は
、
つ
ぶ
し
て
出
し
て
も

結
鱗
で
す
。蟇

：
痕

▼ペットボトル店頭回収協力店し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

▼
助
成
額
一
匹
当
た
り
５
０
０

０
円

▼
対
象
平
成
９
年
度
狂
犬
病
予

防
注
射
済
み
で
、
登
録
さ
れ
て
い

る
飼
い
犬
と
飼
い
猫
。
い
ず
れ
も

手
術
可
能
な
犬
・
猫

※
広
く
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

一
世
帯
当
た
り
一
匹
に
限
り
ま
す
。

▼
応
募
方
法
。
問
い
合
わ
せ
手

術
を
受
け
た
い
動
物
病
院
（
県
獣

医
師
会
会
員
）
と
相
談
し
、
往
復

ハ
ガ
キ
に
①
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
②
犬
・
猫
お
よ
び
雄
・
雌
の

別
③
犬
・
猫
の
名
前
・
年
齢
・
毛

色
④
希
望
の
動
物
病
院
名
⑤
平
成

９
年
度
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
番

号
を
明
記
し
、
９
月
即
日
（
土
）
か

ら
９
月
妬
日
（
金
・
消
印
有
効
）

ま
で
に
〒
２
６
０
干
葉
市
中
央
区

新
宿
２
の
９
の
７
結
城
野
ビ
ル
－

階
（
社
）
干
葉
県
獣
医
師
会
云
０
４

３
（
２
４
２
）
１
０
４
７
へ

今
や
ゴ
ミ
問
題
は
、
リ
サ
イ
ク

ル
な
し
で
は
対
応
で
き
な
い
時
代

に
な
っ
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
リ

サ
イ
ク
ル
は
、
一
人
ひ
と
り
の
協

力
と
地
道
な
活
動
で
支
え
ら
れ
る

仕
組
み
で
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
と
い
っ
て
も
、
ま

ず
、
使
い
終
わ
っ
た
容
器
を
集
め

な
け
れ
ば
何
も
で
き
ま
せ
ん
。

リ
サ
イ
ク
ル
都
市
「
あ
び
こ
」

の
も
う
一
つ
の
査
源
づ
く
り
と
し

て
の
〃
販
売
店
で
の
店
頭
回
収
″

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

囮
問
い
合
わ
せ
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
壷
（
師
）
０
０
１
５

手
賀
沼
公
園
駐
車
場
（
下
図
）

は
、
公
園
利
用
者
の
た
め
の
施
設

で
す
が
、
マ
イ
カ
ー
通
勤
者
な
ど

の
目
的
外
駐
車
が
多
く
、
公
悶
利

用
者
が
駐
車
で
き
な
い
状
況
で
す
。

市
で
は
公
園
利
用
者
の
ス
ペ
ー

ス
を
確
保
す
る
た
め
に
、
ｍ
月
１

日
（
水
）
か
ら
駐
車
場
の
利
用
時
間

手
賀
沼
公
園
駐
車
場
の

利
用
時
間
が
変
わ
り
ま
す

一陸一 一 一
.－ －

顎目で趨薗…筵蕊

▼手賀沼公園駐車場案内図 を
変
更
し
ま
す
。
利
用
時
間
以
外

は
駐
車
場
を
閉
鎖
し
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
利
用
時
間
午
前
８
時
訓
分
か

ら
午
後
６
時
ま
で

▼
実
施
日
、
月
１
日
（
水
）
午
後

６
時
か
ら

▼
問
い
合
わ
せ
公
園
緑
地
課
垂

（
唖
１
１
１
１
内
線
５
４
４
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0

９
９
１
Ⅱ
■

（
財
）
千
葉
県
中
小
企
業
振
興

公
社
で
ば
中
小
企
業
者
が
設

備
の
近
代
化
や
経
営
の
合
理
化

中小企業設備貸与制度’

Ｕ
９
Ｄ
０
Ｄ
ｐ
■
Ｂ
ｊ
Ｂ
０
８
０
８
ｏ
ｏ
ｏ
申
６
９
０
８
日
■
■
■
■
■
Ｕ
●
■
■
■
６
６
申
０
９
０
０
ｇ
０
０
８
Ｂ
０
ｇ
０
Ｂ
６
■

近代化。合理化にご利用を

市
が
施
行
し
た
天
王
台
土
地
区

画
整
理
事
業
の
保
留
地
２
区
画
を
、

次
の
と
お
り
抽
選
に
よ
り
分
譲
し

ま
す
。

▼
分
譲
地
概
要
下
表
参
照

▼
申
し
込
み
受
け
付
け
９
月
逓

日
（
火
）
か
ら
沈
日
（
金
）
午
前
９
時

か
ら
午
後
４
時
釦
分
（
た
だ
し
、

士
．
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）

▼
受
け
付
け
場
所
区
画
整
理
課

▼
持
参
印
鑑
・
住
民
票
（
法
人

の
場
合
は
資
格
証
明
書
）

▼
申
し
込
み
資
格

①
禁
治
産
者
お
よ
び
準
禁
治
産
者

破
産
者
で
な
い
方

②
保
留
地
売
買
契
約
の
日
か
ら
即

日
以
内
に
契
約
金
額
を
払
い
込
み

で
き
る
方

※
契
約
と
同
時
に
契
約
保
証
金
と

し
て
、
契
約
金
額
の
、
％
以
上
を

に
必
要
と
す
る
設
術
・
機
械
類

を
公
社
が
代
わ
っ
て
希
望
の
販

売
業
者
か
ら
職
入
し
、
長
期
か

つ
低
利
で
貸
与
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
貸
与
限
度
額
１
０
０
万
円

以
上
６
０
０
０
万
円
以
下

▼
貸
与
の
方
法
割
賦
、
ま
た

は
リ
ー
ス

▼
割
賦
損
料
年
３
・
お
％

▼
リ
ー
ス
料
幸
月
額
３
．
０

３
４
％
か
ら
１
．
４
３
３
％

▼
償
還
期
間
割
賦
：
・
４
年
６

カ
月
、
ま
た
は
６
年
６
カ
月

リ
ー
ネ
・
・
３
年
か
ら
７
年
ま
で

▼
保
証
人
原
則
と
し
て
１
人

以
上

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く

は
、
（
財
）
千
葉
県
中
小
企
業
振

興
公
社
設
備
貸
与
課
套
０
４
３

（
２
４
２
）
２
１
２
６
へ

保
留
地
２
区
画
を
分
譲

■
一
■
↓
■
↓
■
■
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納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
申
し
込
み
条
件
個
人
、
ま
た

は
法
人
（
申
し
込
み
者
が
契
約
者

と
な
り
ま
す
）

▼
抽
せ
ん
日
、
月
１
日
（
水
）
午

前
、
時

▼
抽
せ
ん
場
所
市
議
会
議
事
堂

第
２
委
員
会
室

▼
注
意
事
項

①
登
記
は
換
地
処
分
後
に
行
い
ま

す
。

②
５
年
間
は
第
三
者
に
謹
渡
で
き

ま
せ
ん
。

ぐ
分
譲
保
留
地
案
内
図

北
千
葉
広
域
水
道
企
業
団
で
は
、

次
の
と
お
り
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
職
種
技
術
職
電
気
上
級
．

技
術
轍
水
質
上
級

▼
募
集
人
員
各
１
人

▼
受
験
資
格
昭
和
“
年
４
月
２

日
か
ら
昭
和
、
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
方
で
性
別
、
学
歴

は
問
い
ま
せ
ん
。

北
千
葉
広
域
水
道
企
業
団

職
員
を
募
集
し
ま
す

③
保
留
地
に
つ
い
て
は
、
抵
当
権

の
設
定
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ
区
画
整
理
課
公

共
係
垂
（
妬
）
１
１
１
１
内
線
５
５

５
．
５
７
９

ぐ
分
譲
地
概
要

▼
試
験
日
、
月
妬
、
（
円
）

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
申

込
用
紙
（
同
企
業
団
に
用
意
）
に

必
要
事
項
を
明
記
し
、
９
月
哩
日

（
金
・
消
印
有
効
）
ま
で
に
〒
２

７
１
松
戸
市
七
右
術
門
新
田
５
４

０
の
５
北
千
葉
広
域
水
道
企
業
団

総
務
課
壷
０
４
７
（
３
４
５
）
３
２

１
１
へ
郵
送
、
ま
た
は
持
参 ’

協力店名

㈲沢礁

デイリーストアーつくし野店

くらしハウスつくし野6丁目店

7アミリーマートFC我孫子駅北口店

サンクス我孫子駅北口店

セブンイレブン我孫子白山店

スパー我孫子天王台店

サンクス天王台4丁目店

ファミリーマート天王台駅柴崎台店

セプンイレプン我孫子柴崎台店

セブンイレプン湖北台店

コンビニエンスス|､アーことぶき

セブンイレプン我孫子中峠店

ミニス|､ツプ我孫子中峠店

デイリーストアー布佐店

住所

根戸1193

つくし野2-27-18

つくし野6-1-15

我孫子232-1

我孫子386-1

白111-1-26

天王台2-5-5

天王台4-7-1

柴崎台1-10-4

青山台4-24-3

湖北台3-3-1

湖北台8-6-9

巾峠台4-10

中峠1337-5

新々 、30-4

建築物防災週間
ブロック塀。石塀の

強度をチェックしましょう

９
月
５
日
（
金
）
ま
で
は
、
建

築
物
防
災
週
間
で
す
。
毎
年
、

火
災
や
地
震
、
が
け
崩
れ
な
ど

の
災
害
に
よ
り
、
建
築
物
の
被

害
は
も
と
よ
り
、
多
く
の
尊
い

人
命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

阪
神
・
淡
路
大
地
震
で
の
被

害
は
、
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
千
葉
県
で
も
昭
和
歴
年

の
束
方
沖
地
震
で
、
基
準
を
守

ら
ず
安
易
に
造
ら
れ
た
、
ブ
ロ

ッ
ク
塀
や
石
塀
が
倒
れ
、
被
害

を
大
き
く
し
ま
し
た
。

基
準
に
合
っ
て
い
な
い
も
の

や
老
朽
化
し
た
も
の
は
、
地
渡

の
際
に
倒
壊
し
、
人
命
を
奪
う

ば
か
り
か
、
道
路
を
ふ
さ
ぎ
、

非
難
や
救
助
、
消
火
活
動
の
妨

げ
に
も
な
り
ま
す
。
安
全
を
チ

ェ
ッ
ク
し
、
修
理
・
補
強
を
し

た
り
、
生
け
垣
に
変
え
る
な
ど
、

危
険
な
塀
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
建
築
指
導
課

云
（
理
１
１
１
１
内
線
５
２
８

←抱一 一一一一壼壺三面卍一一一＝

一
が 市役所

●

天

土
台
土
地
区
画
整
理
事
業
地
内

呈建＝

←我孫子

取手→

團

栗我孫子駅

番号

①

②

※74街区5号は、区画整理地区内194.67m'と地区外2筆（下ケ戸字松山126-6、
下ヶ戸字向口438-9）を合わせて1画地です。

所在地

74街区

4号

74街区

5号

面積(耐）

255.15

24129

単価(円／Inn）

164,000

216,000

価格（円）

41，844，600

52，118，640

用途地域(建ぺい率･容積率）

第1種低屑住居専用地域

(50％・100％）

第1極住居地域

(60％・200％）
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▼
日
時
９
月
５
日
・
哩
日
の
い

ず
れ
も
金
耀
日
午
前
９
時
鋤
分
か

ら
ｎ
時
訓
分
（
開
始
、
分
前
に
は

受
付
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
）

▼
内
容
妊
婦
体
操
、
妊
娠
中
の

生
活
・
歯
科
衛
生
・
栄
養
な
ど

こ
れ
か
ら
父
親
・
母
親
に
な
る

方
、
家
族
の
方
も
ぜ
ひ
参
加
を
。

▼
日
時
９
月
四
日
（
金
）
午
後
０

時
妬
分
受
付
、
１
時
か
ら
３
時
帥

分▼
内
容
＊
ビ
デ
オ
「
赤
ち
ゃ
ん
、

こ
の
す
ば
ら
し
き
生
命
」
＊
産

科
医
の
話
＊
赤
ち
ゃ
ん
の
お
風

呂
の
入
れ
方
（
実
習
）

▼
申
し
込
み
電
話
で
予
約

母
親
学
級

し
あ
わ
せ
学
級

可

g則日曜，休日当番医霊
二

健康ガイド
、

保
健
セ
ン
タ
ー
で

湖
北
台
１
の
胆
の
胴

（
湖
北
駅
南
口
徒
歩
２
分
）

公
（
師
）
１
１
３
１

ヒ

ヨ

伝診療時間午前9時から午後5時

’持参するもの健康保険証と診療費

電話日 病 ･医院名
＆

我 孫子 東邦病院 82-8166

▼
日
時
９
月
詣
日
（
金
）
午
後
１

▼
日
時
９
月
２
日
、
９
日
、
妬

日
の
い
ず
れ
も
火
曜
日
、
午
前
９

時
巧
分
か
ら
９
時
媚
分
受
付

▼
対
象
平
成
９
年
５
月
生
ま
れ

（
対
象
児
に
は
通
知
し
ま
す
）

▼
内
容
身
体
測
定
、
赤
ち
ゃ
ん

体
操
、
栄
養
・
育
児
な
ど
の
相
談

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳

※
乳
児
健
診
は
、
母
子
健
康
手
帳

の
無
料
券
を
利
用
し
、
医
療
機
関

で
受
け
ま
し
ょ
う
。

7日 ▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
・
筆
記

用
具
は
毎
回
、
５
日
…
バ
ス
タ
オ

ル
、
哩
日
：
・
歯
ブ
ラ
シ

▼
申
し
込
み
電
話
で
予
約

ｌ
３
ｌ
１
ｌ
５
－

胃
ｌ
児
相
談

３
カ
月
児
相
談

岩津皮j葡科医院 88-3113

我孫子つくし野病院 84-2211

14日

大串小児科医院 85-1385

アビコ外科整形外科病院 84-732115日

我孫子聖仁会病院 88-3111

21日

増 田医院 88-2840

平和台病院23日 89-1111

生
後
３
月
か
ら
卯
月
未
満
に
、

投
与
を
２
回
受
け
て
く
だ
き
い
。

▼
日
程
＊
９
月
拓
日
（
火
）
…
１

回
目
投
与
（
平
成
９
年
１
月
以
前

生
ま
れ
）
・
２
回
目
投
与
（
９
年

４
月
晦
日
以
前
に
１
回
目
投
与
の

方
）
＊
９
月
犯
日
（
火
）
・
・
・
１
回

目
投
与
（
９
年
２
月
以
前
生
ま
れ
）
。

２
回
目
投
与
（
９
年
５
月
妬
日
以

前
に
１
回
目
投
与
の
方
）

※
１
回
目
と
２
回
目
の
間
隔
は
、

６
週
間
以
上
あ
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
時
間
い
ず
れ
も
午
後
１

時
通
分
か
ら
２
時
過
分

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
へ
予
診

票
（
予
防
接
種
ノ
ー
ト
に
添
付
）

※
発
熱
な
ど
心
配
な
と
き
は
、
主

時
か
ら
２
時
受
付

▼
対
象
乳
幼
児
で
相
談
の
あ
る

方▼
持
参
母
子
健
康
手
帳

小
児
マ
ヒ
生
ワ
ク
チ
ン

（
ポ
リ
オ
）
投
与

市
で
は
、
市
内
在
住
で
昭
和

Ⅳ
年
４
月
１
日
か
ら
詔
年
３
月

瓢
日
生
ま
れ
の
女
性
（
今
年
度

中
に
釦
歳
か
ら
弱
歳
に
な
る
方
）

を
対
象
に
、
骨
粗
し
よ
う
症
検

診
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
受
診
を
。

▼
日
時
、
月
６
日
（
月
）
・
８

骨
掴
し
韻
う
掴
檎
診
の
團
診
壱

平和台病院 89-1111

28日

竹 内医院 82-5836

ユ、
下
表
の
予
防
接
種
は
、
個
別
に

医
療
機
関
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

実
施
医
療
機
関
と
予
防
接
種
の

詳
細
に
つ
い
て
は
、
乳
幼
児
は
予

防
接
種
ノ
ー
ト
〈
出
生
お
よ
び
対

象
と
な
る
転
入
者
〈
小
学
校
入
学

前
ま
で
）
に
は
各
翌
月
に
郵
送
〉

を
、
小
・
中
学
生
は
予
防
接
種
の

予
診
票
に
添
付
し
て
あ
る
注
意
書

き
を
、
そ
れ
ぞ
れ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
市
外
の
小
・
中
学
校
に
通

っ
て
い
る
方
は
、
予
診
票
を
保
健

セ
ン
タ
ー
に
ご
諦
求
く
だ
さ
い
。

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
予
診

票
、
印
鑑

２
歳
８
カ
月
児
を
対
象
に
歯
科

健
診
、
歯
み
が
き
指
導
を
行
い
ま

す
。▼

日
時
９
月
過
日
（
木
）
午
前
９

基
本
的
な
生
活
習
慣
を
身
に
つ

け
さ
せ
る
た
め
に
、
父
親
・
母
親

の
役
割
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時
９
月
４
日
（
木
）
§
ｎ
日

（
木
）
い
ず
れ
も
午
前
９
時
巧
分
か

ら
、
時
訓
分
受
付

▼
対
象
平
成
８
年
２
月
生
ま
れ

（
対
象
児
に
は
通
知
し
ま
す
）

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
問
診

票
、
歯
ブ
ラ
・
至
親
と
子
の
２
本
）

治
医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
永
）
午
前
９
時
か
ら
、
時
釦
分
、

午
後
１
時
か
ら
３
時
鋤
分

※
日
時
は
ハ
ガ
キ
で
通
知
し
ま
す
。

▼
定
員
先
着
６
０
０
人

※
以
前
、
こ
の
検
診
を
受
け
ら
れ

た
方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

▼
費
用
無
料

ム
シ
歯
予
防
教
室

１
歳
６
カ
月
児
健
康
診
査

､

予
防
接
種
は
医
療
機
関
で

1

▼
日
時
９
月
８
日
（
月
）
、
お
日

（
木
）
午
後
０
時
妬
分
か
ら
１
時
娼

分
受
付

▼
対
象
平
成
６
年
２
月
生
ま
れ

（
対
象
児
に
は
通
知
し
ま
す
）

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
３
歳

児
健
康
診
査
票
、
歯
ブ
ラ
シ
、
尿

※
診
査
票
は
記
入
し
て
持
参

▼
黄
用
対
象
年
齢
内
は
無
料

時
巧
分
か
ら
、
時
訓
分
受
付

▼
対
象
平
成
７
年
１
月
生
ま
れ

（
対
象
児
に
は
通
知
し
ま
す
）

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
通
知

ハ
ガ
キ
、
歯
ブ
ラ
シ
（
親
と
子
の

２
本
）
、
コ
ッ
プ
、
タ
オ
ル

▼
持
参
検
診
通
知
ハ
ガ
キ

▼
申
し
込
み
ハ
ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話
番

号
を
明
記
し
、
９
月
巧
日
（
祝
・

消
印
有
効
）
ま
で
に
湖
北
台
１

の
皿
の
西
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

（
生
年
月
日
は
正
確
に
お
書
き

く
だ
さ
ｃ

▼
場
所
。
問
い
合
わ
せ
保
健

セ
ン
タ
ー
壷
（
師
）
１
１
３
１

風 輝
識
一
峰
７
締
り
庫
一

三
種

混
合

麻
疹
（
は
し
か
）

日
本
脳
炎

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応

及
び
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

肩
こ
り
・
腰
痛
教
室

３
歳
児
健
康
診
査

肩
こ
り
や
腰
痛
で
悩
ん
で
い
る

予
防
接
種
名

－

ジ
フ
テ
リ
ア

百
日
せ
き

破
傷
風

し

ん L 聖

第
Ⅲ
期

第
1I

期

第
１
期

４
歳
未
満
・
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
の
結
果
、

陰
性
反
応
の
場
合
は
Ｂ
Ｃ
Ｇ
を
１
回
接
磁

生
後
廻
月
か
ら
卯
月
未
満
．
１
回
接
祇

生
後
３
月
か
ら
卯
月
未
満
・
Ｉ
期
初
回
（
３
回
）

及
び
Ｉ
期
追
加
１
回
接
種

※
百
日
せ
き
に
か
か
っ
た
人
は
二
極
混
合
を
接
種

ｎ
歳
か
ら
蝿
歳
未
満
（
小
学
６
年
生
に
予
診
票
を

配
布
）
・
第
Ⅱ
期
１
回
接
種

生
後
哩
月
か
ら
卯
月
未
満
、
哩
歳
か
ら
略
歳
未
満

（
中
学
２
年
生
に
予
診
票
を
配
布
）
．
１
回
接
種

国対
象
年
齢
・
接
種
回
数

生
後
６
月
か
ら
卯
月
未
満
・
初
回
（
２

回
）
及
び
追
加
１
回
接
種

皿
歳
か
ら
恥
歳
未
満
（
中
学
３
年
生
に

予
診
票
を
配
布
）
．
１
回
接
種

９
歳
か
ら
脇
歳
未
満
（
小
学
４
年
生
に

予
診
票
を
配
布
）
．
１
回
接
種

１
．
予
防
接
種
の
接
種
法
改
正
に
そ
の
後
に
風
疹
（
三
日
は
し
な
種
混
合
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
も

よ
り
、
多
少
の
混
乱
が
あ
る
よ
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。
男
の
子
個
別
接
種
と
な
り
ま
す
。

う
で
す
。
今
回
は
、
予
防
接
種
も
や
っ
た
ほ
う
が
良
い
で
し
ょ
う
。
な
お
、
学
校
で
集
団
で
行
う
の

。
に
つ
い
て
、
簡
単
に
概
略
を
お
中
学
生
の
風
疹
も
個
別
接
種
で
は
小
学
１
年
・
２
年
、
中
学
１
年
。

知
ら
せ
し
ま
す
。

手
最
初
に
赤
ち
ゃ
ん
は
、
予
防
接
種
は
お
済
み
で
す
か

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
と
Ｂ
Ｃ
Ｇ
を
済

ま
せ
ま
し
ょ
う
。
そ
の
後
、
集
す
。
学
校
で
は
し
ま
せ
ん
の
で
注
２
年
の
ツ
反
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
の
み
で
す
。

・
団
で
行
う
ポ
リ
オ
の
日
程
を
確
意
し
て
く
だ
さ
い
。
特
に
女
の
子
保
健
セ
ン
タ
ー
で
の
接
種
も
、
ポ

認
し
て
、
三
種
混
合
を
開
始
し
は
風
疹
の
既
往
が
あ
っ
て
も
、
医
リ
オ
だ
け
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ

・
て
く
だ
さ
い
。
ポ
リ
オ
２
回
と
師
に
相
談
の
う
え
、
接
種
を
し
た
さ
い
。

。
三
種
混
合
３
回
を
、
１
歳
の
お
ほ
う
が
良
い
で
し
ょ
う
。
そ
の
ほ
か
任
意
で
す
る
予
防
接

・
誕
生
日
ま
で
に
終
了
で
き
れ
ば
日
本
脳
炎
は
、
一
般
的
に
３
歳
種
の
代
表
的
な
も
の
に
は
、
お
た

良
い
と
思
い
ま
す
。
を
過
ぎ
て
か
ら
初
年
度
２
回
と
翌
ふ
く
風
邪
と
水
ぼ
う
そ
う
が
あ
り

新
婚
家
庭
の
主
婦
や
妊
婦
を
対

象
に
、
献
立
づ
く
り
の
ア
ド
バ
イ

ス
、
調
理
実
習
を
し
ま
す
。

▼
日
時
９
月
妬
日
（
金
）
午
前
９

方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
９
月
９
日
・
妬
日
・
鋤

日
の
い
ず
れ
も
火
咄
日
、
午
後
１

時
受
付
、
１
時
鋤
分
か
ら
３
時

▼
内
容
肩
こ
り
腰
痛
予
防
の
体

操
、
栄
養
の
話
、
個
別
相
談
ほ
か

▼
持
参
健
康
手
帳
、
体
操
の
で

き
る
服
装

▼
申
し
込
み
電
話
ま
た
は
直
接

保
健
セ
ン
タ
ー
へ

す
こ
や
か
栄
養
教
室

口
肝
臓
病
は
虹
世
紀
の
国
民
病
と

言
わ
れ
、
市
の
成
人
病
健
診
で
も
、

肝
機
能
障
害
の
方
が
増
え
て
い
ま

す
。
こ
の
機
会
に
、
肝
臓
病
に
つ

い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
９
月
聖
日
（
水
）
午
後
１

時
か
ら
１
時
鋤
分
受
付
、
３
時
ま

で
（
参
加
無
料
）

▼
場
所
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
電

話
で
９
月
四
日
（
金
）
ま
で
に
保
健

セ
ン
タ
ー
壷
（
師
）
１
１
３
１
へ

保
健
セ
ン
タ
ー
栄
義
士
が
、
食

事
記
録
の
カ
ロ
リ
ー
チ
ェ
ッ
ク
や

献
立
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。

▼
申
し
込
み
電
話
で
予
約
百

時
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

時
受
付
、
９
時
訓
分
か
ら
正
午

▼
定
員
和
人
（
先
着
順
）

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記

さ
ん

用
具
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
主

食
（
お
に
ぎ
り
等
）

▼
申
し
込
み
電
話
で
予
約

栄
養
相
談

肝臓

訓'墓
演

《
室

一
拍
保
健
所
か
ら

▼
日
時
９
月
型
日
（
月
）
午
前
、

時
か
ら
午
後
４
時

▼
対
象
首
の
す
わ
り
が
遅
い
、

歩
か
な
い
な
ど
、
発
達
の
遅
れ
が

心
配
な
２
歳
ま
で
の
乳
幼
児

▼
内
容
発
達
心
理
相
談
員
と
保

健
婦
に
よ
る
相
談
・
指
導

▽
申
し
込
み
電
話
で
柏
保
健
所

糖
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の

有
効
期
間
は
、
２
年
間
で
す
。
引

き
続
き
手
帳
を
お
使
い
に
な
り
た

い
方
健
更
新
の
申
請
が
必
要
で

乳
幼
児
発
育
相
談

､

精神障害者保健福祉

手帳の更新手続きを
■■■■■

ま
す
。
か
か
り
つ
け
の
医
師
に

相
談
す
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

予
防
接
種
は
数
が
多
く
、
う

つ
年
齢
や
副
反
応
に
も
気
を
配

ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
な

か
な
か
大
変
で
す
が
、
子
ど
も

た
ち
の
健
康
を
守
る
た
め
に
、

体
調
の
良
い
と
き
に
、
心
配
な

こ
と
が
あ
れ
ば
主
治
医
と
よ
く

相
談
の
う
え
、
早
め
に
済
ま
せ

ま
し
ょ
う
。

公
費
で
接
種
す
る
に
は
年
齢

す
の
で
、
次
の
書
類
を
保
健
所
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
更
新
の
申
請
は
、
有
効

期
間
の
満
了
日
の
３
カ
月
前
か
ら

で
き
ま
す
。

▼
提
出
書
類
①
申
請
響
、
②
診

断
書
ま
た
は
年
金
証
書
等
の
コ
ピ

ー
霜
神
障
害
に
よ
る
障
害
年
金

を
受
給
中
の
方
・
年
金
の
種
類
に

よ
り
書
類
が
異
な
り
ま
す
）
と
同

意
書

※
申
請
醤
等
の
用
紙
は
、
保
健
所

に
あ
り
ま
す
。

▼
申
請
先
。
問
い
合
わ
せ
柏
保

健
所
精
神
保
健
福
祉
班
霊
（
唾
１

２
５
５

制
限
が
あ
り
、
こ
れ
を

と
自
饗
に
な
る
の
で
、

も
確
認
し
て
お
き
ま
し

▼
問
い
合
わ
せ
我
孫

師
会
容
（
理
５
５
２
５

▼
日
時
９
月
溺
日
（
木
）
午
後
１

時
か
ら
２
時

▼
対
象
整
形
外
科
的
な
心
配
の

あ
る
鵡
歳
未
満
の
乳
幼
児
と
児
童

▼
内
容
整
形
外
科
医
に
よ
る
診

察
、
保
健
婦
に
よ
る
指
導
な
ど

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳

地
域
指
導
班
へ
（
予
約
制
）

療
育
相

柏
市
柏
２
５

壷
へ

67
ー

1

2

5

5

； す
ぎ
る

こ
の
占
《

よ
、
フ
。

子
市
医

’
5

夜間に急病のときは

紮奮受恐(Sﾌ)1141
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◎
湖
北
台
分
館

Ｉ
水
墨
画
Ｉ

▼
作
品
。
作
者
ひ
ま
わ
り
（
、

号
）
・
・
星
野
文
子
（
束
我
孫
子
）

浜
木
綿
茄
号
）
・
・
・
丸
山
光
子

百
秀
）
び
わ
（
８
号
）
・
・
・
河

村
た
れ
（
湖
北
台
）
虎
（
８
号
）

．
・
・
小
林
秋
光
（
並
木
）
海
の
幸

（
８
量
：
高
藤
し
げ
子
（
高
野

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
楽
し
い

お
話
を
し
ま
す
。

４
歳
か
ら
９
歳
ま
で
の
チ
ビ
ッ

子
集
ま
れ
。

▼
場
所
。
日
程
＊
市
民
会
館
第

４
会
説
室
：
９
月
４
日
（
木
）
．
過

日
（
木
）

＊
布
佐
分
館
お
は
な
し
の
へ
や
：
．

９
月
ｎ
日
（
木
）
・
溺
日
（
木
）

＊
湖
北
台
分
館
（
バ
ー
バ
タ
イ
ム
）

．
・
・
９
月
哩
日
（
金
）

▼
時
間
午
後
４
時
か
ら
４
時
釦

分
禿
だ
し
、
湖
北
台
分
館
は
４

時
別
分
ま
で
）

態
市
民
図
誓
館

態
湖
北
台
分
館

態
布
佐
分
館

懇
移
動
図
誓
館

お
は
な
し

－

ギ
ャ
ラ
リ
！

図
書
館

だ
よ
り

壷
（
副
）
１
１
１
０

壷
（
印
）
３
０
５
５

丑
（
的
）
１
３
１
１

垂
（
師
）
０
９
０
９

ﾛ

一
室

そよかぜ号(:書鯖豊)9月の日程(蕊）
"2･41X|曜日､ホ曜日に巡回するｽﾃー ｼｮﾝが変わりましだので､ご注意ください。

山
）

◎
布
佐
分
館

Ｉ
七
宝
焼
Ｉ

▼
作
品
・
作
者
星
空
。
：
田
中
真

澄
（
新
木
野
）
ハ
ー
ブ
の
香
り

：
・
藤
本
久
二
子
（
新
木
）
野
の

花
：
右
島
ス
ギ
子
（
布
佐
）
・

囮
展
示
期
間
９
月
、
日
（
水
）
か

ら
、
月
哩
日
（
日
）

市民図書館本館は、次

のとおり祝日も開館しますも

し祝日開館日程

9月23日(祝）

＝市民図書館本館＝

ｽﾃｰｼｮﾝ名場所 ｜時間(午後）
湖北湖北地区公民館1:20～1:50

1中峠中峠屯田谷公園2:10~2:40
1青山台柴崎台4号公園3:00~4:00
1平和台|布佐南近隣センター2:00~2:40
1新木野|新木児童公園3:00~4:00
1久寺家|久寺家あけぼの公園2:00~2:45
1つくし野東急ショッピングセンター婆3:00~4:00

1白山三洋電機社宅入口1:30~2:15
1並木|カクライ家具駐車場2:30~3:00
|台田|台田池尻公園3:20~4:00
1天王台東|天王台東児童公園|2:00~2:50
1天王台西|浅野谷3号公園'3:10~4:001
1根戸|根戸近隣センター|2:00~2:401
1つくし野|東急ショッピングセンター裏|3:00~4:001

哩旦L且

’

I|＃
木

５
・
的

金

ピ
ア
ノ
デ
ュ
オ
は
、
加
数
年
来
、

減
奏
活
動
を
と
も
に
し
て
き
た
高

須
久
子
さ
ん
、
吉
田
真
美
さ
ん
が
、

バ
レ
エ
を
交
え
た
華
腿
な
減
奏
を

披
露
し
ま
す
。

市
内
在
住
の
松
倉
利
之
さ
ん
が

所
属
す
る
「
グ
ル
ー
プ
ね
」
は
、

国
内
屈
指
の
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
演

奏
家
で
織
成
す
る
グ
ル
ー
プ
。
Ｎ

Ｈ
Ｋ
教
育
テ
レ
ビ
「
芸
術
劇
場
」

で
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
、
す
ば
ら

し
い
響
き
を
お
届
け
し
ま
す
。

身
近
な
と
こ
ろ
で
、
質
の
高
い

音
楽
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
９
月
犯
日
（
且
午
後
２

雌
Ⅳ
加
岬
卵
醐
洲
コ
ン
サ
ー
ト

身
近
な
場
所
で
質
の
高
い
音
楽
を

*lNl

周
11

●

25
木

12
●

26
金

_胃一三一号一二－－一一一
,__一一一=島

５
．
６
月
を
中
心
に
行
わ
れ
た

赤
十
字
運
動
月
間
で
は
、
７
月
３

日
現
在
で
１
万
１
７
８
４
人
の
社

員
（
協
力
者
）
と
、
１
１
７
１
万

２
６
８
９
円
の
社
資
（
寄
付
）
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
自
治

会
、
法
人
、
個
人
の
皆
さ
ん
、
大

変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
貴
重

な
社
資
は
、
国
の
内
外
か
ら
の
要

請
に
対
応
し
て
、
有
効
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
後
も
、
引
き
続
き
赤
十
字
運

動
に
、
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
厚
生
課
社
会
係

念
（
妬
）
１
１
１
１
内
線
３
０
９

時
釦
分
開
場
、
３
時
開
減

▼
場
所
市
民
会
館

▼
出
演
ピ
ア
ノ
デ
ユ
オ
…
高
須

久
子
、
吉
田
真
美

パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
…
グ
ル
ー
プ
ね

▼
演
奏
曲
目
ピ
ア
ノ
デ
ユ
オ

チ
ヤ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
ぐ
る
み
割

り
人
形
よ
り
宍
レ
エ
付
き
）
ほ

かパ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
Ｔ
ｈ
ｅ
Ｇ

ａ
ｍ
ｅ
、
ナ
イ
ジ
エ
ル
・
ウ
エ
ス

ト
レ
ー
ク
ほ
か

▼
入
場
料
前
売
り
大
人
１
８
０

０
円
（
当
日
２
０
０
０
円
）
、
高

校
生
以
下
８
０
０
円
（
当
日
１
０

０
０
円
）
、
全
席
自
由

赤十字運動月間に

ご協力ありがとう

ございました
庁

寄せられた善意は約1171万円に

卸
※
小
学
校
入
学
前
の
お
子
さ
ん
の

入
場
は
お
断
り
し
ま
す

▼
入
場
券
発
売
所
平
賀
書
店
、

荒
井
書
店
、
ミ
リ
オ
ン
楽
器
我
孫

子
店
、
ブ
ッ
ク
ス
・
ス
ズ
キ
、
湖

北
マ
イ
ン
内
あ
び
こ
総
合
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
、
レ
コ
ー
ド
あ
つ
ぶ

る
、
ポ
ピ
ー
、
学
友
堂
布
佐
店
、

柏
そ
ご
う
、
高
島
屋
柏
店
、
取
手

と
う
き
ゅ
う
、
市
民
会
館
内
売
店

ひ
ろ
が
り

▼
問
い
合
わ
せ
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
云
孟
）
１
１
５
１

市
民
プ
ラ
ザ

年
篭

手
賀
沼
に
つ
い
て
、
皿
世
紀

に
語
り
伝
え
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

募
集
し
ま
す
。

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
に
手

1

’
’
’

一
一

篭
肥
回
回
ビ
０
コ
ツ
母
０
ト
ー

恒
例
と
な
っ
た
、
市
民
プ
ラ
ザ

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
！
卜
は
今
回
で
哩

回
目
。
懐
か
し
の
映
画
音
楽
を
始

め
、
皆
さ
ん
に
親
し
み
の
深
い
名

曲
を
ピ
ア
ノ
・
声
楽
な
ど
の
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
で
お
届
け
し
ま
す
。
土

峨
の
午
後
の
ひ
と
と
き
を
、
音
楽

と
と
も
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
９
月
６
日
（
土
）
午
後
５

時
訓
分
開
演
（
入
場
無
料
）

▼
場
所
市
民
プ
ラ
ザ

▼
出
演
者
。
演
奏
曲
目
◎
Ｄ
ｅ

震
沼
に
ま
つ
わ
る
思
い
出
が
あ
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。
手
賀
沼
で
の

出
会
い
、
喜
び
、
悲
し
み
な
ど
忘

れ
ら
れ
な
い
出
来
事
を
、
作
文
に

し
て
お
寄
せ
く
だ
き
い
。

優
秀
作
品
は
、
地
域
の
皆
さ
ん

と
行
政
が
共
同
編
集
し
、
手
賓
沼

水
質
浄
化
へ
の
理
解
を
深
め
る
た

め
に
刊
行
す
る
「
ｗ
ｅ
Ｌ
Ｏ
ｖ
ｅ

手
賀
沼
」
２
号
に
掲
載
し
ま
す
。

手
寅
沼
へ
の
思
い
、
か
か
わ
り

を
次
世
代
の
人
に
語
り
継
ぎ
、
明

日
の
手
賀
沼
を
築
く
、
心
の
糧
に

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

環
境
庁
で
は
昨
年
か
ら
、
市
民
、

市
民
団
体
、
事
業
者
が
抱
え
て
い

る
環
境
問
題
に
対
し
、
き
め
細
か

な
助
言
を
行
う
「
環
境
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
」
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

現
在
市
内
に
は
、
４
人
の
方

1
佃
固環境問題は ＊

環境カウンセラーに

ご相談を
=平成9年度カウンセラーも募集しています＝

濡
穂
鑛
瀧
騨
灘
醐
陶
価
鮮
雑
識
囎
論
臓
燃
っ
獺
騨

お
気
軽
Ｅ
」
相
談
く
だ
さ
い
。
一
個
”

夏
バ
テ
て
眉
毛
の
白
の
増
え
に
け
り
中
野
武

な
お
、
今
年
度
も
環
境
カ
ウ
ン

リ
蛇
結
果
待
つ
畳
み
し
ま
ま
の
秋
扇
池
田
み
ど
り

セ
ラ
ー
の
登
録
を
受
け
付
け
ま
す
。
切
さ
月
の
ぼ
り
カ
サ
プ
ラ
ン
カ
の
糖
と
ゐ
る
小
林
福
子

は
な
ふ
よ
う

篝
の
襄
等
、
詳
し
く
基
絢
説
確
霧
葦
ほ
短
形
暴
襄
森
差

集
要
綱
（
環
境
保
全
課
に
用
意
）
硫
騨
燕
筆
跡
蝿
確
報
痙
辨
麺
議
帷
一
癖
鰊
晴
間
難
癖
縮
怖

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
環
境
保
全
課
走
娃
狂
課
…
：
．
…
：
。
：
：
：
．
：
：
：
：
：
：
：
：
・
鮭
・
葎
・
畦
：
。
：
。
：
：
：
．
：
、

－
１
た
聴
同
窓
会
ち
ゃ
ん
付
け
呼
び
名
で
七
十
路
の
話
は
つ
き

▼
作
品
規
定
「
手
賀
沼
と
私
」
誼
眺
誹
雑
ず
房
総
の
宿
新
堀
孝
女

わ

と
題
し
た
作
品
（
８
０
０
字
以
永
耗
杣
詑
母
と
吾
れ
よ
く
似
し
こ
と
が
多
か
り
と
て
の
ひ
ら
合

内
）
、
原
稿
用
紙
ま
た
は
ワ
ー
・
が
ガ
変
役
は
せ
し
彼
の
日
な
つ
か
し
山
口
禮
子

プ
ロ
で
如
字
×
和
行
に
印
字
一
郭
《
恥
蹄
友
誹
へ
ぱ
軒
先
の
巣
よ
り
つ
ば
く
ろ
の
雛
五
羽
蝿
あ

銀
嘩
喜
雪
》
樺
稻
沁
措
李
霊
、
一
峠
臘
岬
識
毫
醗
塞
睡
搾
犀
ぐ
る
花
火
に
声
高
く
「
玉
屋
ア
」
と

小
出
礼
子

作
品
の
１
枚
目
に
題
名
、
鱈
雌
趣
娼
続
我
蝉
づ
る
友
逝
き
て
空
し
中
野
武

む
な

函
鐸
年
齢
、
性
別
、
職
業
套
錨
雄
雑
木
の
か
げ
に
小
学
生
ら
植
ゑ
し
田
の
分
蕊
の
お
く
れ

け
つ

寧
校
名
・
学
年
）
、
電
話
番
一
は
応
目
立
た
ず
な
り
ぬ
三
谷
和
夫

号
を
明
記
し
、
、
月
誕
日
（
金
．
一
天
の
川
へ
だ
て
て
光
る
星
ふ
た
つ
か
さ
さ
ぎ
の
橋
わ

消
印
有
効
）
ま
で
に
高
野
山
新
一
選
た
す
や
今
宵
鈴
木
藤
枝

が
恥
ぱ
い
ど

田
１
９
３
手
黄
沼
親
水
広
場
垂
一
太
一
歩
づ
つ
重
た
き
足
を
踏
み
し
め
て
斜
面
場
に
挑
む

（
壁
０
５
５
５
〈
フ
ァ
ク
ス
一
小
林
光
江

寛
夫
の
息
荒
し

一
歌
本
さ
い
は
て
の
知
床
に
旅
の
集
ひ
ま
し
か
ら
ず
篝

ま
た

（
“
）
０
９
３
６
〉
へ

》
短
山
寿
の
同
期
ら
山
口
魁

い
な
麓

ヨ
ツ
ザ
０
ト
ニ
講
議
署
に
雷
沿
ひ
蝋
騨

幼
な
子
は
手
を
さ
し
伸
べ
て
我
に
来
る
見
え
ざ
る
も

ｕ
ｘ
Ｌ
ｅ
Ｓ
Ｍ
ｕ
ｅ
Ｓ
（
ピ
ー
横
山
延
枝

の
の
錘
ふ
嬉
し
き

ア
ノ
デ
ユ
オ
）
・
・
シ
ヤ
ル
・
ウ
ィ
・
一

壹
娘
轤
鶴
ソ
一
⑳
⑤
愚
僧
⑳
ｅ
⑪
③
⑪

プ
ラ
ノ
）
・
・
オ
ペ
ラ
座
の
怪
人
ほ
一
Ｉ
譲
り
ま
す
Ｉ
壷
（
鯉
）
８
１
６
０
〉

か
◎
中
川
真
由
美
（
ピ
ア
ノ
）
・
一
▼
有
料
で
＊
冷
風
機
〈
石
井
壷
Ｉ
譲
っ
て
く
だ
さ
い
Ｉ

矢
口
幸
一
（
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
）
・
貿
堅
３
８
３
１
〉
＊
新
型
パ
ソ
コ
ン
〈
菅
原
電
（
理

篠
塚
純
（
ト
ロ
ン
ボ
ー
乙
：
赤
一
▼
無
料
で
＊
ス
チ
ー
ル
黒
板
２
１
４
１
〉

－
ル
ニ
ュ
ー
ワ
ー
ル
ド
デ
ー
〈
高
崎
壷
（
理
３
２
６
３
〉
＊
▼
申
し
込
み
連
絡
先
へ
直
接
睡

ラ
ジ
ン
の
テ
ー
ご
ほ
か

一
冷
風
扇
・
ワ
ー
プ
ロ
文
豪
ミ
ニ
７
話
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
市
民
プ
ラ
ザ
壷
一
Ｇ
ｘ
〈
石
井
壷
（
理
３
８
３
１
〉
▼
問
い
合
わ
せ
商
工
観
光
課
消

（
認
）
２
１
１
１

－
＊
ア
ッ
プ
ラ
イ
ト
ピ
ア
ノ
〈
巌
山
賛
指
導
係
壷
（
理
１
１
１
１

▼
作
品
規
定
「
手
賀
沼
と
私
」

と
題
し
た
作
品
（
８
０
０
字
以

内
）
、
原
稿
用
紙
ま
た
は
ワ
ー

プ
ロ
で
如
字
×
和
行
に
印
字

▼
応
募
方
法
・
問
い
合
わ
せ

郵
便
、
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
、

ふ
り
が
な

作
品
の
１
枚
目
に
題
名
、
住
所
、

函
都
、
年
鮠
性
別
職
業

（
学
校
名
・
学
年
）
、
電
話
番

号
を
明
記
し
、
、
月
誕
日
（
金
．

消
印
有
効
）
ま
で
に
高
野
山
新

田
１
９
３
手
黄
沼
親
水
広
場
霊

（
鍵
）
０
５
５
５
〈
フ
ァ
ク
ス

（
“
）
０
９
３
６
〉
へ

▼環境カウンセラー

旦選

か
な
か
な
の
ま
だ
鳴
き
止
ま
ぬ
ぼ
ん
の
く
ぼ

吉
田
三
重

向
日
葵
の
頭
で
っ
か
ち
ひ
と
り
っ
子
渋
谷
多
佳
子

こ
ち
ら
向
く
目
玉
の
写
楽
夜
の
秋
壁
谷
千
鶴
子

縊
駿
に
受
け
て
青
田
の
風
と
な
る
海
老
原
千
代
子

カ
ン
ナ
咲
く
真
昼
に
一
人
バ
ス
を
待
つ
斉
藤
幸
子

闇
溜
め
て
天
を
切
り
裂
く
揚
げ
花
火
青
山
陽
子

夏
バ
テ
て
眉
毛
の
白
の
増
え
に
け
り
中
野
武

結
果
待
つ
畳
み
し
ま
ま
の
秋
扇
池
田
み
ど
り

月
の
ぼ
り
カ
サ
プ
ラ
ン
カ
の
糖
と
ゐ
る
小
林
福
子

は
な
ふ
よ
う

裾
の
や
や
ほ
つ
れ
し
形
見
花
芙
蓉
小
林
光
江

わ
れ
も
こ
う
封
う
な

吾
亦
紅
活
け
て
蝿
の
す
こ
や
か
に
松
浦
白
梅

自
己
流
の
オ
ル
ガ
ン
を
弾
く
梅
雨
晴
間
柴
橘
紀
代

一
一

ひ

ろ

Iざ

側
働

蟻

市

民

事
業
者
部
門

市
民
部
門

氏名

秋田毅

ひとIZ

矢竹一穂

鈴木茂夫

田宮克哉

事業所･住所

我孫子1646

我孫子1646

寿2-16-15

高野山455-7

電鯖

(82)2881

(82)2881

(82)7827

(84)6734
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市
史
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
我

孫
子
の
地
名
と
姓
を
調
べ
た
、
増

補
版
「
Ｔ
Ｈ
Ｅ
ア
ビ
コ
」
（
写
真
、

Ａ
５
判
２
０
４
頁
）
を
刊
行
し
ま

し
た
。地

名
調
査
で
は
、
哩
年
前
（
昭

和
帥
年
）
に
、
ｎ
カ
所
確
認
さ
れ

ま
し
た
が
、
今
回
新
た
に
５
カ
所

を
加
え
て
、
全
国
で
珀
力
所
に
な

）（我
孫
子
Ｊ
Ｃ
（
青
年
会
議
所
）

で
は
、
自
然
と
人
と
の
共
生
を

我孫子JC

自然と人との共生

『森のお祭り」

を求めて

を開催

「
ア
ビ
コ
」
の
地
名
の
由
来
を
さ
ぐ
る

Ｔ
Ｈ
Ｅ
ア
ビ
コ
を
刊
行
《
繩

テ
ー
マ
に
「
森
の
お
祭
り
」
を

次
の
内
容
で
開
催
し
ま
す
。

当
日
は
、
ご
家
族
や
友
だ
ち
、

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

▼
日
時
９
月
７
日
（
且
午
前

９
時
か
ら
（
雨
天
決
行
）

▼
場
所
手
震
の
丘
少
年
自
然

の
家
、
手
賀
の
丘
公
園
ほ
か

▼
内
容
①
ケ
ビ
ン
・
シ
ョ
ー

ト
さ
ん
の
ネ
イ
チ
ヤ
リ
ン
グ
②

講
演
「
自
然
と
人
と
の
共
生
」

・
・
講
師
（
ケ
ビ
ン
。
、
ン
ヨ
ー
ト
）

③
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

．
：
「
水
と
環
境
を
考
え
る
」
④

り
ま
し
た
。

新
た
な
５
カ
所
の
「
ア
ビ
己

の
地
名
は
、
驚
く
こ
と
に
同
じ
千

葉
県
内
の
長
南
町
「
我
孫
子
」
、

大
阪
以
西
に
見
出
さ
れ
た
兵
庫
県

し
か
虫
ぐ
ん
ゆ
め
さ
さ

飾
磨
郡
夢
前
町
「
我
孫
子
」
、
福

の
う
が
た

岡
県
直
方
市
「
我
孫
子
」
、
長
崎

あ
し
べ
あ
ひ
こ

県
壱
岐
郡
芦
辺
町
「
阿
彦
」
と
中

部
地
方
で
初
め
て
確
認
さ
れ
た
長

野
県
北
佐
久
郡
軽
井
沢
町
「
安
孫

子
」
・
「
ア
ビ
コ
」
の
所
在
地
分

布
は
全
国
的
に
大
き
く
広
が
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

姓
で
は
、
全
国
の
「
あ
び
こ
」

さ
ん
は
、
３
０
０
０
件
以
上
あ
る

こ
と
も
判
明
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
調
査
の
中
か
ら
、
「
ア
ビ
コ
」

の
地
名
の
由
来
や
「
あ
び
こ
」
の

姓
に
つ
い
て
の
調
査
結
果
を
ま
と

と
環
境
を
考
え
る
」
④

手
茂
沼
船
上
見
学
⑤
水

の
レ
ク
チ
ャ
ー
⑥
環
境

ビ
デ
オ
上
映
会
⑦
野
外

ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト

と
も
な
判

（
原
朋
尚
．
：
ト
ラ
ン
ペ

ッ
ト
）
ほ
か

▼
参
加
費
無
料

▼
問
い
合
わ
せ
小
野

壷
（
鑓
）
６
１
６
１

８
月
四
日
（
火
）
、
手
賀
大
橋
一

期
線
（
片
側
二
車
線
）
竣
工
式
が

福
嶋
市
長
沼
田
知
事
、
国
会
議

員
な
ど
約
２
５
０
人
が
出
席
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
我
孫
子
と
沼
南
を

め
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
一
度
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
定
価
１
５
０
０
円
（
消
費
税

含
む
）

◎
市
史
研
究
セ
ン
タ
ー
の
会
員
を

募
集市

史
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
我

孫
子
の
歴
史
を
調
査
研
究
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
古
文
書
の
解

こ
う
し
ん
と
う

読
や
庚
申
塔
の
調
査
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
我
孫
子
の
歴
史
に
興

味
の
あ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す

の
で
、
市
史
研
究
セ
ン
タ
ー
の
会

員
に
な
っ
て
、
も
つ
と
、
も
っ
と

「
あ
び
こ
」
の
歴
史
を
探
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

▼
会
費
年
額
２
０
０
０
円

▼
入
会
方
法
・
問
い
合
わ
せ
電

話
で
市
史
研
究
セ
ン
タ
ー
（
教
育

委
員
会
市
史
編
さ
ん
室
内
）
垂

（
顕
）
１
１
５
１
へ

新
し
い
橋
か
ら
見
た
眺
め
は
最
高

手
賀
大
橋
一
期
線
竣
工
式
が
行
わ
れ
る

「
あ

び
レ
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
を
先
頭
に
渡
り
初

め▲
出
席
者
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

現寧闘犬剛”蕊--’
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布佐｡竹内神社祭礼9月13日(土)から15日(祝)；；
骨
＃

＃
f ＃

祭 礼1=よる灸昨通規帝。ふ
＋
＃

＃
品

代
表
す
る
小
学
生
４
人
が
、
橋
で

事
故
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
と
願

い
を
込
め
て
、
元
気
に
交
通
安
全

を
宣
言
。
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
後
、

出
席
者
に
よ
る
渡
り
初
め
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
鯵

■

あ

れ
十
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
骨
脅
§
§
§
骨
ｆ
ｆ
ｆ
＃
ｆ
ｆ
ｆ
＃
令
脅
脅
晶

ザ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
…
…
§
＃
…
＃
骨
§
＃
＃
…
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
＃
§
＃
§
＃
＃
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
…
識

布
佐
・
竹
内
神
社
の
祭
礼
が
、
ま
た
、
布
佐
駅
東
側
の
竹
内
》

９
月
過
日
主
）
か
ら
晦
日
（
祝
）
ま
神
社
か
ら
北
千
葉
揚
排
水
機
場
》

で
の
３
日
間
行
わ
れ
ま
す
。
ま
で
の
区
域
の
道
路
は
、
国
道
》

み
こ
し
だ
や

こ
の
祭
礼
に
よ
り
、
左
図
の
と
３
５
６
号
以
外
で
も
神
奥
山
や

し

お
り
交
通
規
制
が
行
わ
れ
ま
す
。
車
の
運
行
中
は
片
側
通
行
に
な
》幸

当
日
は
、
現
場
の
指
示
に
従
っ
り
ま
す
。

《

て
安
全
通
行
Ｅ
」
協
力
く
だ
さ
い
。
当
日
は
一
）
迷
惑
を
お
か
け
し
》

車
両
通
行
止
め
道
路
は
、
緊
急
ま
す
が
、
皆
さ
ん
、
」
理
解
と
》

自
動
車
、
路
線
バ
ス
等
の
許
可
車
一
一
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
》

を
除
い
て
、
す
べ
て
通
行
禁
止
と
▼
問
い
合
わ
せ
我
孫
子
警
察
》や

な
り
ま
す
。
署
霊
（
理
０
１
１
０
学

ー

↓
」

橋
は
、
水
鳥
の
は
ば
た
き
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
、
連
の
ア
ー
チ

橋
で
全
長
４
１
５
脚
と
県
内

有
数
の
規
模
。
橋
全
体
が
完
成

す
る
と
、
四
車
線
化
に
よ
る
交

通
渋
滞
の
緩
和
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

渡
り
初
め
の
出
席
者
の
皆
ざ

ん
か
ら
は
、
口
々
に
「
橋
の
上

か
ら
見
る
手
賀
沼
の
眺
め
は
最

高
」
と
い
う
言
葉
が
聞
か
れ
ま

し
た
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
、
地
域

の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
る
新
し
い

橋
の
上
か
ら
、
手
黄
沼
を
ご
覧

に
な
っ
て
は
い
か
が
で
す
か
。

な
お
、
橋
全
体
の
完
成
は
平

成
ｎ
年
度
の
予
定
で
す
。

》
』
れ
Ｔ
ｌ
‐

!）根川

ガソリンスタンド
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←我孫子希唇 成田一

小
酌
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
酷
露
字
習

８
月
ｎ
日
（
月
）
・
哩
日
（
火
）

の
両
日
、
手
賀
の
丘
少
年
自
然

の
家
を
メ
ー
ン
会
場
に
「
小
中

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
教
室
」

が
行
わ
れ
、
市
内
小
中
学
生
お

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
教
室
は
、
社
会
福
祉
や

■
ｒ
〃
Ｊ
“
ｆ
ｊ
ｐ
』
占
口
０
口
日
日
１
ｑ
ｌ
ｄ
４

「
車
い
す
の
運
蛎
憾
思
っ
た
よ
り
大
変
」
一
Ｉ
ｌ
ｈ
ｌ
あ
び
こ
あ
れ
こ
れ

基
巨
わ
せ
我
孫
子
警
察
》や

配
）
０
１
１
０

幸や

０
０
０
０
０
や

ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
幸

・
・
・
・
ロ
。
Ｏ
・
・
甲
や

４
詮
貝
Ｊ
１
上
句
○
句
ム
や

可
上
１
土
③
ム
可
工
○
ム
キ

一
一
一
一
一
や

鉦
馴
副
即
抑
刷
》

癖
、
過
肥
皿
廻
》や

車
⑧
⑨
⑧
⑧
。
》

か
畦
母
母
畦
一

一
咄
刑
Ⅷ
》

３
４
５
幸

１
１
１
》や

９

幸

零
骨
§
§
＃
…
＃
ｆ
＃
ｆ
＃
峰

こ

あ

れ
こ
れ
Ｔ
Ｉ
Ｉ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て

の
理
解
を
深
め
、
青
少
年
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
育
成
す
る
た
め
に
、

社
会
福
祉
協
議
会
が
開
催
し
た

も
の
。

初
日
は
、
車
い
す
体
験
や
手

話
教
室
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
子
ど

も
た
ち
か
ら
は
「
車
い
す
の
運

転
は
思
っ
た
よ
り
疲
れ
て
大
変
」

な
ど
の
声
が
：
。
。

２
日
目
は
、
グ
ル
ー
プ
別
に

市
内
福
祉
施
設
で
シ
ー
ツ
交
換

や
、
障
害
者
の
リ
ハ
ビ
リ
の
お

手
伝
い
等
を
実
際
に
体
験
。
終

了
後
に
、
「
将
来
、
人
の
役
に

た
つ
福
祉
の
仕
事
が
で
き
た
ら

い
い
な
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

山
階
鳥
類
研
究
所
で
は
、
第
６

ま
さ
と
み
ひ
ろ

回
山
階
芳
磨
賞
に
輝
い
た
正
富
宏

ゆ
さ之

さ
ん
を
招
い
て
、
タ
ン
チ
ョ
ウ

の
現
状
と
保
謹
を
考
え
る
誰
減
会

を
開
催
し
ま
す
。

ご
家
族
皆
さ
ん
で
、
ぜ
ひ
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
９
月
９
日
（
火
）
午
後
１

時
釦
分
開
場
、
２
時
開
演

『
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
生
態
と
保
護
』

／~、、

、

Ⅲ

山
階
芳
磨
賞
受
賞
記
念
講
演

、
、
～)Y

▼
場
所
鳥
の
博
物
館
識
堂
▼
定
員
先
着
釦
人

▼
内
容
講
減
「
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
▼
参
加
蜜
無
料

生
態
と
保
謹
」

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
瓶

▼
講
師
正
富
宏
之
（
専
修
大
学
話
で
山
階
鳥
類
研
究
所
広
報
室
壷

北
海
道
短
期
大
学
教
授
）
（
理
１
１
０
１
へ

俘
偏
近
峰
鏥
崎
諭

手
震
の
丘
少
年
自
然
の
家
で
は
、
か
ら
午
後
４
時
ま
で
（
雨
天
の
場

秋
の
イ
ベ
ン
ト
を
次
の
と
お
り
開
合
は
、
体
育
館
で
実
施
）

催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
を
。
▼
定
員
先
着
１
０
０
人

＊
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
鑑
賞
と
夜
空
※
運
動
の
で
き
る
服
装
で
参
加

の
観
察
．
：
９
月
加
日
主
）
午
後
６
囮
場
所
手
賀
の
丘
少
年
自
然
の

時
鋤
分
か
ら
９
時
ま
で
（
雨
天
の
家

場
合
は
、
室
内
で
秋
の
夜
空
の
お
園
対
象
者
４
歳
以
上
高
齢
者
ま

話
会
な
ど
）
で
自
由
に
参
加
で
き
ま
す

▼
定
員
先
着
副
人
囮
参
加
費
１
人
２
０
０
円

＊
ス
ボ
ー
ツ
フ
エ
ス
夕
（
イ
ン
デ
圏
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
電

イ
ア
カ
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
．
話
で
９
月
５
日
（
金
）
か
ら
同
自
然

ラ
ｉ
卜
ほ
か
）
…
午
前
９
時
鋤
分
の
家
云
（
里
１
９
２
３
へ

烏
の
博
物
館
で
は
、
８
月
１

日
（
金
）
、
県
内
の
視
覚
障
害
者

約
”
人
を
招
い
て
、
目
の
不
自

由
な
人
に
も
見
学
で
き
る
新
し

い
タ
イ
プ
の
展
示
シ
ス
テ
ム
を

体
験
す
る
試
み
を
行
い
ま
し
た
。

新
し
い
タ
イ
プ
の
展
示
シ
ス
テ
ム
を
体
験

ふ
れ
て
聞
い
て
烏
を
楽
し
む

こ
の
展
示
シ
ス
テ
ム
ば
精
密

機
器
〆
ｌ
カ
ー
と
共
同
で
開
発
し

た
「
ス
キ
ヤ
ン
ト
ー
ク
」
と
呼
ば

れ
る
装
霞
で
、
烏
の
は
く
製
標
本

に
ふ
れ
な
が
ら
そ
の
鳥
の
鳴
き
声

や
生
態
な
ど
の
説
明
を
聞
く
こ
と

が
で
き
る
も
の
。

会
場
に
は
、
キ
ジ
バ
ト
や
ヒ
ヨ

ド
リ
を
始
め
嘔
極
の
バ
ー
コ
ー
ド

付
の
さ
わ
れ
る
標
本
を
用
意
。

参
加
し
た
人
た
ち
は
、
鳥
の
く

ち
ば
し
や
羽
を
な
で
な
が
ら
、
イ

ヤ
ホ
ン
か
ら
流
れ
る
鳴
き
声
に
、

「
ウ
グ
イ
ス
の
声
は
聞
き
慨
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
ん
な
に
小
さ
な
烏

だ
な
ん
て
…
麓
き
ま
し
た
。
」
と

感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

L ノ
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吉田
ちな み

知菜美ちゃん
（泉・1歳4カ月） 伝日時・場所毎週金曜日午後7

時20分から8時45分、天王台北近

隣センター

し対象小学生以上

し会費月額3500円

修問い合わせ柳澤冠(85)2487

シ曰時・場所9月19日から11月

28日までの毎週金曜日午後1時30

分から4時、湖北地区公民館（た

だし、10月10日は除く）

し定員先着10人

し参加費5000円（教材費含む）

し申し込み・問い合わせ電話で

山口壷(88)1418へ

P

|｜'

！
到

ﾛ

一
一

》

’
し申し込み直接会場へ

し問い合わせ県福祉人材センタ
たかせはやた

高瀬堀太〈ん
（湖北台･1歳1カ月） 画ロ四国

伝開催日10月19日（日）〈ただし、

雨天の場合は26日(日)に延期〉

し場所湖北台中央公園

伝出展・出店料1区画（間口約

2メートル）4000円、電気コンセ

ント（1個）2000円

桜申し込み・問い合わせ電話か

ファクスで9月25日(木)までに鈴

木a(88)2806ファクス(88)2842/R

’

’回国国回’
あなたが出会つださわやかなタ

クシーの乗務員さんを推薦してく

ださい

倖応募期間g月1日(月)から10

月31日(金)まで

伝応募方法・問い合わせアンケ

ート用紙（タクシー車内に用意）

に必要事項を明記し、〒271松戸

市小根本7東葛飾支庁総務課県民

センター壷047(365)3008へ

I,fw~i“~~ー”'題訓”聯翻’ １
１

画中央公民館

◎卓球をして良い汗をかこう

し日時9月13日(土)午前9時30

分から11時30分（参加費無料）

い持参ラケット(持っている人）

タオル、上履き

侯問い合わせ中央公民館壷(82）

0515

園湖北地区公民館

◎子どもクッキング（バン作りの

名人になろう）

し日時9月13日(土)午前9時15

分受付、9時30分から午後0時30

分

し対象・定員小学生以上、先着

24名

侯内容オリジナルパンとスープ

し参加費500円（材料費含む）
9ん

ら持参エプロン、三角巾、ふき

ん・台ふきん各1枚、タッパー

レ申し込み・問い合わせ電話で

湖北地区公民館壷(88)4433へ

。楽しく遊ぼう

し日時9月13日(土)午前9時30

分から11時30分（参加費無料）

鯵内容①折り紙（折り紙、ハサ

ミ、のり持参）②おはなし会、語

り③ベーゴマ④将槙、オセロ

レ問い合わせ湖北地区公民館

伝定員男性12人、女性8人（だ

だし、応募壱多数の場合は抽選）

し参加費1500円（全8回分、材

料費等は別途）

伝申し込み・問い合わせハガキ

国 國圓｡
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戸日時・場所9月6日(土)午後

2時から3時30分、湖北地区公民

館（入場無料）

し内容日本国憲法の草稿に「女

性の権利」を書くという仕事にた

ずさわつだベアテ・シロタ・ゴー

陰ンさんが、戦後50年経つだ今、

現状を明らかにします

腰問い合わせあびこ女性会議・

内田壷(89)0418

｡8.叩'あ5な
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伝曰時・場所9月26日(金)午後

1時から4時30分、市民会館

し相談対象悩みを持つ児童・生

徒・学生の保護者や教職員

医相談内容長期欠席問題、いじ

めなど教育問題に関すること

惨相談方法専門のカウンセラー

との個別面談（秘密厳守）

し申し込み・問い合わせ電話で

9月25日(木)午後5時までに教育

研究所壷(87)4600へ

し曰時・場所10月5日(日)午前

10時から午後3時、我孫子駅南□

駅前商店街周辺くだだし、雨天の

場合は12日(日)に延期＞

し出店料1区画（間□3メート

ル、奥行き2メートル）3000円

し募集数先着100区画

※飲食許可業者以外の飲食品取り

扱いはお断りします

し申し込み・問い合わせg月12

日(金)までに電話または直接市商

工会壷(82)3131へ

’
’

◎近隣センター等公共施設利用の

活動などは、鰹先的に場所が確保戸曰時9月18日(木)から23日

(祝)午前10時から午後7時（ただ

し、18日は午後1時から、23日は

4時まで、22日は休館となります）

し場所市民会館（入場無料）

い問い合わせ日蟇壷(82)4048

7月18日より我孫子駅北口前に

新しく郵便局が開局しました

い場所我孫子388の4

修業務内容郵便・貯金・保険

し問い合わせ、我孫子駅前郵便局

壷(83)5505’ ’
”心配ごと相談＝社会福祉協議会9:00～15:00

月言籠蕊零蕊認細雛博物館休鱈
〃つつじ荘・西部福祉センター休館鶴

溌
ｇ
月
鰯
鯛

二曰時g月20日から12月20日ま

での主|こ第3土曜日、午前10時か

ら正午（計4回）

し場所天王台北近隣センター

少内容異文化を理解するために

外国人を交え、英語で歴史や文化

などさまざまな話題を討論する

惨参加費4500円（4回分）

し申し込み・問い合わせ電話で、
かいづ

9月15日までにACTの会海津

壷(84)9828へ
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火|‘霊つつじ荘･西部福祉ｾﾝﾀー 休館みを持つ母親やこれから圧朧3にな

戸曰時9月27日から12月13日ま

での毎月第2．4土曜日(全6回）

午前9時30分から11時30分

し場所中央公民館

陵内容親子のふれあいの場とし

て囲碁を蟇礎から共に学び、遊ぶ

し定員親子10組（応募者多数の

場合は抽選）

陰参加費1組1000円

陰申し込み・問い合わせハガキ

に親子の住所、氏名、子どもの学

年、性別、電話番号を明記し、9

月10日(水・消印有効)までに我孫

子新田34中央公民館霊(82)0515へ

水|〃9月9日分法律相談予約受付日(電話で8;30から）

木'零謬鑿藤相談室9:30~15:30(予約制）

金|繁灘三冒謡制割訓5:0,

土|虚市役所閉庁(一部の施設は除く）
彦曰時9月21日(日)午前10時30分

開場、11時開演（入場無料）

し場所市民会館

惨問い合わせ阿部壷(88)8046
’’

戸曰時10月4日(土)午後1時か

ら4時30分．10月5日(日)午前10

時から正午（参加費無料）

し場所さわやかちば県民プラザ

し対象一般の県民の方

修定員40人（応募者多数の場合

は抽選）

し内容◎10月4日…講演、フィ

ットネス体験（エアロビクスダン

ス、ストレッチ体操）

◎10月5日…ニュースポーツ体験

（スポーツチヤンバラ、インデイ

ァヵ、ユニカール）

し申し込み・問い合わせ往復ハ

ガキに住所、氏名、年齢、電話番

号、講座名を、返信用ハガキには、

受講する人の住所、氏名を記入の

うえ、9月15日（祝・必着）まで

|こ〒277柏市柏の葉4の3の1さ

わやかちば県民プラザ研修課容

(40)8600へ

シ活動展9月10日(水)から9月

14日(日)午前g時から午後4時

し講演会9月13日(土)午後1時

30分から4時

園場所柏市教育福祉会館

し内容市民生活の現状と課題

し対象・定員一般、先着150人

し参加費無料

し申し込み・問い合わせ電話で

中島盃(85)2612へ

屡日時g月23日(祝)午後1時30

分開場、2時開演

倖場所さわやかちば県民プラザ

レ出演者佐藤光政（バリトン)、

巽野真理子(ﾒゾｿブﾗﾉ)、龍
じゆう

重真哉（ビア.ノ）、柏マンドリン

クラブ

し入場料一般…前売り3000円

（当日3500円）、中学生以下･･前

売り2000円（当日2500円）

し定員470人

しチケット前売ローソンチケッ

ト壷03(3573)1012

炉問い合わせ能重琶(44)1425

職

’ ’
鶴少日時・場所9月14日(日)午後

1時から4時30分、市民ブラザ

ら内容クラシック・ポップス他

腰参加費無料

し問い合わせ我孫子オーディオ

ファンクラブ井上透(85)0194

蕊
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し い囲碁教室
喜入門コース(基本から） Tジﾔダﾝｽｻー ｸﾙ鎭 繼剛臓諾同畝説囎

産業まつり
企業出展・青空市出店者

さわやかなタクシーの乗務員さん
を推薦してください初心者ふれあい陶芸(後期）

と も に 楽 し も うビデオ鑑賞会
r私は男女平等を憲法に書いた」

楽しく遊ぼう（
劉
刷
壼
宇

犯
行

蠅
雛 ）

垂

巡回教育相談

不動産ﾌｪｱを開催します

フリーバザールあびこ'97
出 店者

第43回大利根美術協会展
郵便局が我孫子駅北口前に
開局しましだ

ﾃﾚﾎﾝｻー ビｽ
(日l珊当稀医・1週間の行21界）

蚕砺）W鰯

ﾃﾚﾎﾝガｲﾄ゙
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中 途失聴・難聴の
子育て中の主婦の集い

英語ディスカッション(上級）
講 座生

親好0鵬鱸(入門編）

第38回昭和の演歌
歌と踊り夏の 大 会
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”･日曜当番民＝テレホンサービス

”休日叙急歯科診霞日=休日救急歯科診嚇蔀(市民会餡内)9:冊~11:30
〃結婚相談＝社会福祉協議会10:00～14:00

【蚕交通事故相談＝交通整備課10:00～15:00

〃心配ごと相談＝保健センター9:00～15:00
”市民会館・市民図書館・烏の博物館休館
〃つつじ荘・西部福祉センター休館

童法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）
〃市民図醤館休館

画つつじ荘・西部福祉センター休館

"･9月16日分法律相談予約受付日(電話で8:30から）

〃市民プラザ休館

〃不動産・住宅相談＝市民相談室10:00～15:00

‐アルコール家族教室＝保健センター13:00～15:00
壷健康相談＝西部福祉センター10:00～11:30

●市役所閉庁(一部の施設は除く）

壷･日曜当番民＝テレホンサービス

．休日叙急歯科診霞日=休日澱急歯科診荊所(市民会館内)9:m~11:30

【毒休日当番医＝テレホンサービス

〃休日救急歯科診藤日=休日荊急歯科診厩界(市民会館内)9;00~11:30
画市民画塞館休館

〃西部福祉センター休館

－法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）

〃9月19日分税務相談予約受付日(電話で8:30から）

〃市民会館・市民図書館・鳥の博物館休館
・つつじ荘・西部福祉センター休館

スボ
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一ツ・レクリエーション
ーダー教室生

生 涯 現 役 ときわ
活動展・講演

《
云
今
室

第2回不登校のr子どもの居
場所｣をつくるためのチャリ
ティコンサート帆秋に歌う〃

自作スピーカー・アンプによる
オーディオコンサート


